
白山甚兵衛機場が供用開始されました 
 

平成２７年４月１１日完成した白山甚兵衛機場が供用開始されました。 

本機場は、白山機場と甚兵衛機場が統合され、最大取水量３．３０４ｍ3／ｓ

の農業用水を受益面積９８２．９ｈａ（白山掛かり５６７．７ｈａ、甚兵衛掛

かり４１５．２ｈａ）の水田地帯に供給します。 

また、白山幹線・支線用水路（Ｌ＝５．９ｋｍ）、甚兵衛幹線・支線用水路（Ｌ

＝４．４ｋｍ）のパイプラインも完成し白山甚兵衛機場と併せて供用開始され

ました。 

 

完成した白山甚兵衛機場 

 

   

白山甚兵衛機場の施設概要は以下のとおり 

 

 



１．施工場所   千葉県成田市松崎地内      

 

２．工事規模    

 ・用水機場建屋 ＲＣ構造 

         Ｌ２９．３ｍ × Ｂ１４．２ｍ × Ｈ１７．２ｍ 

 ・用水吐出し水槽 ＰＣ構造  

         内径Ｄ＝２６．０ｍ（外径Ｄ＝２７．１ｍ） 

         壁高Ｈ＝ ２６．４ｍ（歩廊高Ｈ＝ ２６．９ｍ） 

         容量Ｖ＝１３，０００m3 

 ・用水ポンプ    φ７００ｍｍ × ３台 

  

        

 

白山甚兵衛機 場 施 設 概 要 

ちばけん      なりたし  まんざき  ちない  
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白山甚兵衛機場 鳥瞰図（全景） 
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